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塩
浪
住
宅
団
地
造
成
工
事
が
完
了

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
村
議
会
に
対
し

ま
し
て
村
民
の
皆
様
よ
り
温
か
い
ご

指
導
、
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
近
い
月

日
が
経
ち
、
５
年
と
い
う
ひ
と
つ
の

節
目
が
過
ぎ
て
も
、
被
災
地
の
現
状

と
日
本
の
あ
り
方
を
見
つ
め
た
時
、

い
ま
だ
解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
や
、

道
半
ば
の
物
事
が
多
く
あ
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た

熊
本
地
震
、
台
風
10
号
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
対
し
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
昨
年
11
月
末
に
塩
浪

地
区
に
１
０
８
区
画
の
新
た
な
住
宅

団
地
の
造
成
が
完
了
し
、
今
後
の
人

口
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
道
４
号
拡
幅
事
業
も
昨
年

度
事
業
化
さ
れ
、
現
在
測
量
調
査
業

務
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を

策
定
し
、
議
会
と
議
員
の
責
務
を
明

確
に
し
、
村
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
一
同
、
安
心

安
全
で
思
い
や
り
の
あ
る
大
衡
村
の

実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

結
び
に
、
本
年
が
村
民
の
皆
様
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議
　
長細

　
川
　
運
　
一

副
議
長小

　
川
　
ひ
ろ
み

議
　
員佐

々
木
　
金
　
彌

　
山
　
路
　
澄
　
雄

　
遠
　
藤
　
昌
　
一

　
髙
　
橋
　
浩
　
之

　
細
　
川
　
幸
　
郎

　
小
　
川
　
宗
　
寿

　
文
　
屋
　
裕
　
男

　
齋
　
藤
　
一
　
郎

　
佐
々
木
　
春
　
樹

　
早
　
坂
　
豊
　
弘

　
佐
　
藤
　
　
　
貢

　
石
　
川
　
　
　
敏

年
頭
の
ご
挨
拶

大
衡
村
議
会
議
長
　
　
細
　
川
　 

運
　
一
　

　

都
市
公
園
の
松
が
強
風
で
倒

れ
、
車
２
台
に
損
害
を
与
え
た
件

に
つ
い
て
、
所
有
者
に
損
害
総
額

１
１
７
万
６
７
９
８
円
を
賠
償
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
賠
償
に

は
村
が
加
入
す
る
全
国
町
村
総
合

賠
償
保
障
保
険
を
充
て
ま
す
。

問
　
松
が
倒
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
対
応
は
。

答　

村
で
危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
ま
た
村
有
地
隣
接
企

業
か
ら
も
情
報
提
供
を
お
願
い
し

て
い
く
。

あ  

ら  

ま  

し
　

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
11
月
11
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
変
更
１
件
と
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ

と
１
件
の
２
議
案
が
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

第１回臨時会

倒
木
で
被
害
を
受
け
た

車
両
へ
の
損
害
賠
償

平成28年11月11日

◦平成27年度塩浪地区住宅団地造成工事
請負契約の変更経過

当初の請負契約（Ｈ27.8.20締結）
　契約額：4億1,580万円　　　　工期：H28.3.30

第１回変更契約（Ｈ28.3.3締結）
　契約額：4億4,994万960円　　工期：H28.8.31

第２回変更契約（Ｈ28.8.19締結）
　契約額：4億4,994万960円　　工期：H28.11.30

第３回変更契約（Ｈ28.11.11締結）
　契約額：4億4,942万2,560円（△51万8,400円）
　工　期：H28.11.30（当初より８カ月遅れ）
㈱松村組東北支店と契約施工中の工事が完了し、現場精査の
結果、契約額を減額
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指
定
管
理
料
の
積
算
に
つ
い
て

精
査
を
求
め
る
付
帯
決
議

問
　
労
務
単
価
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
従
業
員
の
賃
金
増
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
具
体
的
に
は
把
握
し
て
い
な

い
。
施
設
ご
と
の
収
支
状
況
、
業
務

内
容
を
今
後
確
認
す
る
。

問
　
施
設
管
理
作
業
の
う
ち
、
指
定

管
理
者
が
他
に
委
託
し
て
い
る
業
務

の
実
績
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
直
営
以
外
の
一
部
の
作
業
は
他

業
者
に
委
託
し
て
い
る
。執
行
状
況
、

収
支
状
況
の
報
告
は
受
け
て
い
る
。

問
　
委
託
費
積
算
額
が
そ
の
ま
ま
指

定
管
理
料
の
債
務
限
度
額
と
な
る
の

か
。
一
者
随
意
契
約
な
の
で
、
予
定

価
格
を
下
げ
る
べ
き
で
は
。

答
　
独
自
積
算
単
価
で
経
費
も
縮
減

し
て
積
算
し
て
い
る
。

問
　
経
費
を
か
け
た
だ
け
利
用
効
果

が
上
が
る
よ
う
に
、
管
理
や
Ｐ
Ｒ
を

す
べ
き
で
は
。

答
　
広
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
広
報
に
努
め
る
。

複
数
施
設
の
契
約

問
　
西
部
球
場
と
多
目
的
運
動
広
場

を
別
個
の
契
約
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
現
在
と
同
じ
一
括
の
契
約
と
し

た
い
。
今
後
検
討
す
る
。

問
　
共
通
仮
設
費
、
一
般
管
理
費
、

現
場
管
理
費
の
積
算
基
準
は
何
か
。

答
　
宮
城
県
の
積
算
基
準
を
引
用
し

て
い
る
。

問
　
契
約
内
容
の
仕
様
を
更
に
精
査

し
て
指
定
管
理
委
託
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
施
設
利
用
の
状
況
も
見
つ
つ
検

討
す
る
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
34
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
、
村
は
７
つ
の
公
の
施
設
に

指
定
管
理
者
を
指
定
し
管
理
・

運
営
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
７
施
設
に
関
し
て
は
、

過
去
５
年
間
も
指
定
管
理
者
が

管
理
・
運
営
を
代
行
し
、
今
回
、

前
回
と
同
じ
事
業
者
を
指
名
す

る
形
で
更
新
を
迎
え
た
も
の
で

す
。

❖ 決　議 ❖

　下記施設の指定管理料の積
算については、指定管理業務
の内容及び基準を再精査の上、
協定締結されることを求め、
付帯決議するものである。

① 大衡村排水処理施設

② 大衡児童館

③ 大衡村ふるさと美術館

④ 大衡城青少年交流館

⑤ 村民体育施設
　・西部球場
　・多目的運動広場

○ 

主 

な 

質 

疑 

○

問
　
決
議
の
対
象
は
、
検
討

す
べ
き
点
が
多
い
村
民
体
育

施
設
に
限
る
べ
き
で
は
。

答
　
指
定
管
理
者
に
勤
務
体

制
等
を
総
体
的
に
確
認
し
て

も
ら
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

企
業
努
力
を
評
価
し
た
う
え

で
、
よ
り
精
査
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
理
由
か
ら
５
項

目
と
し
た
。

指
定
管
理
料
の
積
算
に
つ
い
て

精
査
を
求
め
る
付
帯
決
議

業務内容を厳しく精査

指定管理業務に付帯決議
６月定例会12月定例会

指 定 管 理 料（平成29年度〜33年度）

施  設  名  称 指定管理料
（５年分） 指　定　管　理　者

大衡村農産物加工所 な　し ※１ 大衡村農産物作業所利用組合

大衡村排水処理施設 １億３,７００万円 ㈱万葉まちづくりセンター

大 衡 児 童 館 １億１,３００万円 ㈱万葉まちづくりセンター

大衡村ふるさと美術館 ３,１５０万円 ㈱万葉まちづくりセンター

大衡城青少年交流館 ６,４００万円 ㈱万葉まちづくりセンター

西 部 球 場
多 目 的 運 動 広 場

７,９７０万円 ㈱万葉まちづくりセンター

※１　農産物加工所は使用収益をそのまま維持経費に充てるため、
指定管理料は発生しない

業務内容を厳しく精査

指定管理業務に付帯決議
一般会計総額

44億2,017万円
　（3,100万円の増額補正）

あ  

ら  

ま  

し
　

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
７
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
６
件
、
平
成

28
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
６
件
の
全
20
議
案
が
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度

補正予算

契
約
内
容
の
精
査

施
設
利
用
の
Ｐ
Ｒ

複
数
施
設
の
契
約

積
算
の
基
準

従
業
員
の
賃
金
に
つ
い
て

他
業
者
へ
の
委
託
実
績

指
定
管
理
料
の
算
定

○
　
主
　
な
　
質
　
疑
　
○

付帯決議を
決 定

起立採決
賛成10・反対3

７
つ
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
を
決
定

※　

付
帯
決
議

　

議
案
を
議
決
す
る
際
、
付

け
加
え
る
べ
き
議
会
の
意
見

や
要
望
の
こ
と
。

※指定管理制度
　地方公共団体かその外郭団体に限定していた公の施設の管理・運営を、
株式会社のような営利企業やＮＰＯ等の法人に代行させる制度

指定管理されている西部球場（楽天イーグルス球場）
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一般会計ほか５会計を補正
村民体育館周辺に防犯灯を設置

農地利用の最適化に向けて

農業委員会制度の大幅改正
平成28年度

補正予算
平成28年度

条例制定

６月定例会12月定例会

❖ 追加の主なもの ❖
・総務一般管理費（人件費など）……… 348万円

・大瓜中山地区用地測量経費…… 1,066万円

・塩浪地区街区公園整備………… 2,500万円

・ドクターヘリ離発着場看板設置… 87万円

・村民体育館周辺防犯灯設置……… 66万円

○
　
主
　
な
　
質
　
疑
　
○

文
屋
　
裕
男 

議
員

　
休
職
中
の
職
員
の
公
務
災
害

認
定
に
か
か
る
給
与
額
の
補
正

は
、
係
争
中
の
民
事
裁
判
の
判

決
が
出
る
ま
で
保
留
す
べ
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
補
正
に
反
対
す

る
。

原案可決

起立採決
賛成11・反対2 討 

論
反対

防
衛
交
付
金
の
使
い
道

問
　
防
衛
調
整
交
付
金
の
平
成

28
年
度
の
内
訳
、
充
当
事
業
内

容
は
。

答　

奥
田
大お
お
だ
こ鮹
用
排
水
路
１
５

０
０
万
円
、
環
境
施
設
２
２
１

４
万
円
、
村
道
整
備
１
億
２
３

１
２
万
円
。
塩
浪
住
宅
造
成
に

は
平
成
28
年
度
ま
で
で
３
億
８

６
０
７
万
円
を
充
当
し
て
い
る
。

総
務
費
給
与
の
増
額

問
　
総
務
費
の
給
与
が
増
額
さ

れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

休
職
中
の
職
員
が
公
務
災

害
認
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
減

額
し
て
い
た
給
与
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
周
知
看
板

問
　
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
イ

ン
ト
環
境
整
備
の
内
容
は
。

答　

村
内
８
ヶ
所
を
指
定
し
、

周
知
看
板
を
設
置
す
る
。

大
瓜
中
山
用
地
測
量

問
　
議
決
が
行
わ
れ
た
平
成
６

年
の
時
点
で
測
量
を
行
っ
て
い

れ
ば
、
ど
の
程
度
の
費
用
で
済

ん
だ
の
か
。

答　

平
成
６
年
の
算
定
基
準
に

よ
る
と
、
当
時
は
消
費
税
が

３
％
だ
っ
た
た
め
、
若
干
費
用

は
下
が
る
も
の
の
１
０
４
７
万

５
千
円
と
、
現
在
と
同
程
度
の

積
算
額
に
な
る
。

　農業委員会等に関する法律が改正され、併せて村
でも「大衡村農業委員会の委員の定数及び大衡村農
地利用最適化推進委員の定数に関する条例」を制定
しました。

現行
　農業委員（定数15名）
　・公選制（議会・団体推薦枠３名あり）

改正後　（平成29年７月20日から）
　農業委員（定数12名）

・推薦・募集の上、村長が任命（議会の同意が必要）

・農業に利害関係を有しない「中立委員」を必ず１名入れる

・青年や女性の積極的な登用が推奨される（枠は設けない）

・議会や農協などからの推薦枠は撤廃

　農地利用最適化推進委員（定数11名）
・推薦・募集の上、農業委員会が委嘱（概ね旧行政区に１人）

・主に担当区域において現場活動を行う

会 　計 　別 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 3,100万円 42億2,017万円

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 2万円 6億4,681万円

下 水 道 1,680万円 3億6,230万円

介 護 保 険 882万円 5億3,985万円

後 期 高 齢 者 医 療 △46万円 4,943万円

水道
会計

収益的収支（税抜） △1,544万円 2億6,327万円

資本的収支（税込） 97万円 1,615万円
◦選挙管理委員及び同補充員の選挙
　◎選挙管理委員　　　　　◎選挙管理委員補充員

氏　名 行政区 氏　名 行政区 順　位

泉田　　攻 駒　場 伊藤　　正 蕨　崎 １

伊藤美枝子 大瓜下 石川　隆行 衡　上 ２

小川　美雄 奥　田 飯塚　陽二 松　原 ３

福田　和明 大瓜上 遠藤　秀悦 衡　下 ４

　  任期：平成28年12月25日～平成32年12月24日

議会から意見書を提出

　・「地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書」
　提出先 ： 衆参両院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣

　・「宮城県の子どもの医療費助成について県に対する意見書採択を求める意見書」
　・「有害鳥獣（イノシシ）駆除対策に対する
　　　　　　　　　　　　　補助の増額及び広域連携の制度化を求める意見書」

　提出先 ： 宮城県知事

※ 選挙管理委員補充員
　選挙管理委員に欠員が生じた
場合、選挙管理委員長は名簿順
に補充員から欠員を補充する。

村民体育館
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大瓜中山地区に係る用地測量

平成６年に議決後、交換登記を実施せず

一 般 質 問 村政を問う

質 問 者 質　問　事　項 ページ

小川　宗寿
◦村長公約の疲弊した農業を立て直す
を質す
◦防衛補助事業を精査し今後の計画を
問う

10

髙橋　浩之 ◦大衡村の水害対策について 11

佐々木春樹
◦高齢者ドライバー対策を
◦公用車をパトカー色にして防犯強化を
◦青年活動復活のために

12

小川ひろみ
◦機構改革の現状は
◦小中学校入学時に祝金を
◦ごみの減量化対策を

13

佐藤　　貢 ◦交通弱者に対する交通手段の実現を
◦地域活性化交流施設計画地の開発は

14

石川　　敏 ◦演習場の障害防止対策を
◦防衛交付金の使途は適切か

15

齋藤　一郎
◦遊水地群（洪水調整施設）の整備計
画は
◦村有地に境界未定はあるか

16

山路　澄雄 ◦公務災害認定と村幹部の責任は 17

８
人
の
議
員
が
登
壇

❖一般質問とは

　定例会ごとに、村長や教育長などの執行機関に
対し、事務の執行状況や将来の方針などについて、
所信や疑問をただすこと、あるいは報告や説明を
求めることを言います。

一
般
質
問

質問者一覧表

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

◎
事
案
の
内
容

　

休
職
中
の
職
員
か
ら
、
地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
宮
城
県

支
部
に
公
務
災
害
認
定
請
求
が

提
出
さ
れ
、
平
成
29
年
９
月
28

日
付
け
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
今
後
の
取
扱
い

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、
１
年
目
は
８
割
支

給
、
２
年
目
以
降
は
支
給
な
し

と
な
っ
て
い
た
休
職
期
間
中
の

給
料
と
期
末
手
当
を
全
額
支
給

し
ま
す
。

◎地方公務員災害補償基金宮城県支部
公務災害認定通知書（要約）

〇認定要因
　休職中の職員は、平成26年４月から約９ヶ月間、セクハ
ラ・パワハラ等の人権侵害行為を継続して受けたと申し立てて
いる。
　セクハラ・パワハラが事実であったかは確認できない。
　しかし、本人あてに大量のメールが送られている。基金本部
専門医の医学的知見においても「本人は当該行為により発症し
たものと認められる」とされている。
　以上のことから「職場でひどい嫌がらせ、いじめ又は暴行を
執拗に受けたと認められる場合」に該当する。

〇公務起因性
　「業務による強度の精神的又は肉体的負荷が認められ、か
つ、業務以外の負荷及び個体側要因が特段認められない場合」
に該当することから、公務と相当因果関係をもって発生した疾
病と認められる。

あ  

ら  

ま  

し
　

　
平
成
28
年
11
月
７
日
、
28
日
、
12
月
７
日
の
三
回
に
わ
た
り
、
議
会

全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
議
題
の
中
か
ら
新
聞
報
道
さ

れ
た
大
瓜
中
山
地
区
に
係
る
用
地
測
量
に
つ
い
て
」
と
「
休
職
中
の
職

員
に
つ
い
て
」
の
２
点
を
報
告
し
ま
す
。

６月定例会全員協議会

休
職
中
の
職
員
に
つ
い
て

病
休
理
由
が
公
務
災
害
に
認
定

◎
事
案
の
内
容

　

平
成
６
年
３
月
定
例
会
で
、

村
有
地
と
民
有
地
の
土
地
交
換

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
村
は
村
有
地
の
分

筆
登
記
も
土
地
交
換
登
記
も
実

施
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
判
明
し
た
理
由

　

土
地
交
換
の
相
手
方
は
、
既

に
交
換
済
と
の
認
識
で
、
草
地

に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
で
、
当
該
地
に
係

る
汚
染
牧
草
の
損
害
賠
償
を
農

協
を
通
じ
て
東
京
電
力
に
求
め

る
際
、
農
協
か
ら
村
有
地
の
ま

ま
だ
と
言
わ
れ
、
相
手
方
か
ら

村
に
連
絡
が
入
り
、
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
未
登
記
が
判
明
し
ま

し
た
。

◎
今
後
の
方
向
性

　

改
め
て
用
地
測
量
を
行
い
、

速
や
か
に
分
筆
登
記
と
土
地
交

換
を
実
施
し
ま
す
。

土地交換の概要

地積

村有地
（分筆）

51,107㎡

民有地 20,443㎡

交換面積比 2.5：1
等価交換

平
成
28
年
11
月
８
日
　
河
北
新
報
朝
刊
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発
想
を
転
換
し
、
柔
軟
に

村
独
自
の
政
策
を
展
開
し
て

い
く
。
畔
塗
作
業
費
補
助
、

フ
レ
コ
ン
整
備
導
入
補
助
、

雑
木
チ
ッ
プ
機
械
購
入
補
助

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

公
益
的
な
組
合
形
成
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
、
村
独
自

に
指
導
し
て
い
く
考
え
は
。

　

ミ
ニ
集
落
の
形
態
も
併
せ

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

圃
場
整
備
補
助
金
の
増
額

は
検
討
で
き
な
い
か
。

　

予
算
の
枠
内
で
検
討
す
る
。

　

今
後
は
、
稲
作
の
み
な
ら

ず
収
益
率
の
高
い
特
産
品
の

開
発
、
例
え
ば
ア
ス
パ
ラ
生

産
な
ど
に
も
併
せ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

一 般 質 問村政を問う

 

議
員

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

　

疲
弊
し
た
農
業
を
立
て
直

す
手
段
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
・
検
討
し
て

き
た
か
。

　

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
や

る
気
の
あ
る
団
体
へ
支
援
し

て
き
た
。

　

今
後
の
立
て
直
し
施
策
の

一
環
と
し
て
、
作
業
委
託
を

検
討
し
て
い
る
高
齢
農
業
従

事
者
向
け
に
、
圃
場
整
備
や

機
械
導
入
補
助
事
業
な
ど
を

検
討
で
き
な
い
か
。

 
議
員

 

議
員

 

村
長

村長公約の疲弊した
農業を立て直すを質す

　  村独自の政策を展開

小川　宗寿 議員

　

「
防
衛
補
助
事
業
計
画
」

を
示
し
、
限
ら
れ
た
防
衛
補

助
の
財
源
が
、
各
事
業
に
公

平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
を

精
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
主
要
施
設

王
城
寺
原
演
習
場
を
抱
え
る

本
村
は
、
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

本
来
の
計
画
を
見
直
し
て

で
も
、
出
来
る
だ
け
早
く
大

瓜
南
側
線
工
事
を
進
め
る
考

え
は
。

　

今
後
の
防
衛
補
助
事
業
計

画
は
、
第
５
次
大
衡
村
総
合

計
画
に
基
づ
き
年
次
的
に
事

業
を
実
施
し
つ
つ
、
現
状
を

考
察
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

防
衛
補
助
事
業
を
精
査
し

今
後
の
計
画
を
問
う　

　

  

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施

　

近
年
異
常
気
象
が
頻
発
し

て
い
る
。
平
成
27
年
９
月
11

日
の
集
中
豪
雨
災
害
で
は
、

床
上
浸
水
を
は
じ
め
、
土
砂

崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、

特
に
善
川
の
氾
濫
は
近
年
に

な
い
増
水
量
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
災
害
を
契
機
と
し
て
、

遊
水
地
計
画
が
発
表
さ
れ
た

が
、
そ
の
計
画
の
内
容
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
今
後
住
民

の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
、
大
衡
村
は
ど
こ
ま
で

関
与
出
来
る
の
か
。

　

現
在
、
遊
水
地
の
具
体
的

な
施
設
計
画
等
の
検
討
に
必

要
な
、
測
量
及
び
地
質
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

当
初
の
段
階
よ
り
河
川
事

務
所
と
協
議
を
し
、
住
民
の

意
見
聴
取
に
つ
い
て
も
申
し

入
れ
し
て
お
り
、
関
係
者
代

表
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
後
も
関
係
住
民
の
方
々

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
計
画

と
な
る
よ
う
、
地
元
の
窓
口

的
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　

古
舘
地
内
下
水
道
ポ
ン
プ

は
、
水
害
時
に
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
汚
水
が
逆
流
し
、
不
衛

生
極
ま
り
な
く
、
ま
た
水
が

引
い
て
か
ら
も
悪
臭
が
残
る
。

　

さ
ら
に
今
後
分
譲
さ
れ
る

塩
浪
団
地
１
０
８
戸
の
汚
水

は
、
衡
下
側
に
流
れ
て
く
る
。

さ
ら
に
増
加
す
る
汚
水
に
、

現
在
の
ポ
ン
プ
の
処
理
能
力

で
対
応
で
き
る
の
か
。

　

下
水
道
ポ
ン
プ
の
処
理
能

力
は
、
大
雨
時
の
冠
水
に
伴

う
逆
流
に
対
し
て
ま
で
は
対

応
し
て
い
な
い
が
、
河
川
整

備
計
画
の
実
現
に
よ
り
、
問

題
は
解
消
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
塩
浪
住
宅
団
地
よ
り

新
た
に
増
え
る
汚
水
へ
の
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

県
及
び
流
域
市
町
村
に
お
い

て
、
全
体
計
画
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
、
今
年
度
に
お

い
て
は
下
水
道
洗
浄
工
事
に

よ
っ
て
機
能
復
旧
を
図
り
、

次
年
度
以
降
に
ポ
ン
プ
の
処

理
能
力
の
増
強
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。

大衡村の水害対策について
　  住民の意見が

反映されるよう対応していく

 

村
長

 

村
長

 
議
員

 

議
員

一 般 質 問 村政を問う

荒廃した善川（片山橋付近）

髙橋　浩之 議員

氾濫した善川・埋川合流地点（H27．９．11）
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高
齢
者
が
原
因
の
交
通
事

故
が
続
い
て
い
る
。
痛
ま
し

い
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
対

策
を
求
め
る
。

①
運
転
講
習
の
実
施
。

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
機
能
搭
載

　

車
に
対
す
る
補
助
。

③
公
共
交
通
機
関
の
構
築
。

　

高
齢
者
事
故
の
要
因
の
多

く
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
70
歳
以
上

の
方
が
運
転
免
許
証
を
更
新

す
る
際
は
、
安
全
運
転
講
習

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

①
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講

　

習
受
講
料
助
成
事
業
を
行

　

っ
て
い
る
。

②
将
来
的
に
は
先
進
事
例
等

　

を
参
考
に
助
成
制
度
を
検

　

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

　

現
時
点
で
は
な
い
。

③
公
共
交
通
の
充
実
の
た
め
、

　

タ
ク
シ
ー
乗
車
料
金
の
一

　

部
を
直
接
給
付
す
る
助
成

　

制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

　

庁
内
組
織
の
再
編
か
ら
半

年
が
経
過
し
、
住
民
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
、
効
率

的
・
効
果
的
な
執
行
体
制
を

確
立
で
き
た
の
か
。

　

道
路
整
備
や
上
下
水
道
の

管
理
は
都
市
建
設
課
、
農

業
・
商
業
・
工
業
の
産
業
全

体
を
産
業
振
興
課
に
所
管
さ

せ
、
連
携
し
て
事
務
事
業
が

実
施
で
き
て
お
り
、
期
待
以

上
の
効
果
で
あ
る
。

　

事
業
推
進
の
た
め
、
専
門

的
部
署
と
し
て
設
け
た
５
つ

の
室
は
目
的
達
成
ま
で
は
至

ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

毎
週
月
曜
日
に
お
け
る
窓

口
業
務
拡
大
延
長
に
対
す
る

住
民
の
反
応
・
評
価
は
。

　

利
便
性
は
よ
く
な
っ
た
と

の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
役
場
の
業
務
全

て
が
延
長
し
た
と
理
解
し
て

い
る
住
民
の
方
々
も
い
る
。

広
報
紙
等
で
周
知
徹
底
し
て

い
く
。

 

議
員

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

議
員

　

県
で
は
第
３
子
以
降
の
児

童
を
対
象
に
、
小
学
校
入
学

時
に
教
材
費
助
成
制
度
導
入

の
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
制

度
を
活
か
し
、
本
村
で
は
対

象
を
制
限
せ
ず
に
教
材
費
の

助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

中
学
校
入
学
時
に
は
金
銭

負
担
が
か
か
る
の
で
、
制
服

費
用
を
祝
品
に
し
て
は
。

　

庁
内
に
子
育
て
支
援
事
業

等
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

出
産
祝
金
制
度
等
も
含
め
た
、

新
し
い
視
点
で
総
合
的
に
検

討
し
て
い
る
。

　

ご
み
削
減
・
リ
サ
イ
ク
ル

を
見
直
し
、
ご
み
の
出
し
方

を
再
認
識
す
る
た
め
、
各
地

区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
は
。

　

人
が
集
ま
る
機
会
を
捉
え
、

説
明
会
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

出
前
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

　

ご
み
の
集
積
所
は
適
切
な

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　

移
設
・
増
設
の
場
合
は
業

者
と
の
協
議
も
必
要
で
あ
る
。

要
望
が
あ
れ
ば
十
分
に
検
討

し
、
対
処
し
て
い
く
。

 

村
長

 

村
長

 

村
長 小

中
学
校
入
学
時
に
祝
品
を

　

  

事
業
実
施
化
に
向
け
て
検
討

青
年
活
動
復
活
の
た
め
に

　

  

調
査
研
究
に
努
め
る

ご
み
の
減
量
化
対
策
を

　

  

説
明
会
を
検
討

 

議
員

 

議
員

 

議
員

一 般 質 問 村政を問う 一 般 質 問村政を問う

佐々木春樹 議員小川ひろみ 議員

　

公
用
車
を
パ
ト
カ
ー
色
に

し
、
犯
罪
抑
止
、
交
通
安
全

に
努
め
て
い
る
自
治
体
で
は
、

犯
罪
件
数
や
交
通
事
故
件
数

が
減
っ
て
い
る
実
例
が
あ
る
。

導
入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

村
内
を
巡
回
す
る
よ
う
な

車
両
に
つ
い
て
は
、
検
討
の

余
地
は
あ
る
が
難
し
い
。

　

村
で
は
平
成
29
年
４
月
か

ら
、
全
職
員
で
構
成
す
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

村
内
の
犯
罪
発
生
件
数
を
１

件
で
も
減
ら
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
、
動
く

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
村
内
を

巡
回
し
て
は
ど
う
か
。

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

高齢者ドライバー対策を
　  福祉タクシーを検討

機構改革の現状は
　  期待以上の効果が上がっている

公
用
車
を
パ
ト
カ
ー
色
に

し
て
防
犯
強
化
を　

　

  

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
編
成
で
強
化

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、

今
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
変
有
用
な
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
う
。

パ
ト
カ
ー
色
の
公
用
車

大
和
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

役場窓口延長業務（会計室）
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高
齢
者
に
と
っ
て
、
特
に

交
通
の
不
便
な
地
域
で
は
、

車
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
。
運
転
免
許
を
持
た
な

い
高
齢
者
、
あ
る
い
は
障
害

の
あ
る
方
の
交
通
手
段
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
や

福
祉
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等

の
導
入
実
現
を
強
く
提
言
す

る
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
そ

し
て
要
介
護
認
定
者
の
い
わ

ゆ
る
交
通
弱
者
の
外
出
を
金

銭
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

移
動
手
段
の
確
保
が
困
難
な

高
齢
者
等
に
対
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー
乗
車
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

を
考
え
て
い
る
。

　

障
害
防
止
対
策
事
業
で
設

置
し
た
新
田
沢
た
め
池
は
、

演
習
場
か
ら
土
砂
が
大
量
に

堆
積
し
て
、
必
要
な
水
量
が

確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
豪
雨

時
に
は
洪
水
調
整
機
能
も
果

た
せ
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

防
衛
省
に
砂
防
堰
堤
も
含

め
、
た
め
池
の
土
砂
撤
去
の

要
請
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

演
習
場
内
の
荒
廃
に
よ
り
、

た
め
池
に
土
砂
が
流
入
堆
積

し
て
い
る
状
況
は
把
握
し
て

い
る
。

　

た
め
池
や
河
川
の
土
砂
撤

去
が
で
き
な
い
か
、
東
北
防

衛
局
に
今
後
も
強
く
要
望
し

て
い
く
。�

　

た
め
池
の
維
持
管
理
は
、

地
元
水
利
組
合
に
よ
る
負
担

で
草
刈
り
作
業
等
を
行
っ
て

い
る
が
、
演
習
場
内
で
も
あ

り
、
境
界
の
防
火
帯
の
刈
り

払
い
と
同
じ
く
自
衛
隊
に
よ

る
作
業
で
出
来
な
い
か
。

　

他
の
防
衛
施
設
で
は
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
が
た
め
池
の

管
理
作
業
を
し
て
い
る
例
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
後
要
望
の
中
に
入
れ
て
い

き
た
い
。

　

現
在
の
万
葉
バ
ス
の
利
用

状
況
と
今
後
の
運
行
は
。

　

１
便
当
た
り
の
平
均
利
用

人
数
は
約
８
名
、
利
用
者
の

約
81
％
が
児
童
生
徒
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
現
状
の
運

行
日
数
、
便
数
の
ま
ま
維
持

運
行
し
て
い
く
。

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

村
長

交通弱者に対する
交通手段の実現を

　  タクシー利用料金の一部を助成

一 般 質 問 村政を問う 一 般 質 問村政を問う

佐藤　　貢 議員石川　　敏 議員

　

防
衛
交
付
金
は
、
村
内
一

円
の
各
種
事
業
に
充
当
さ
れ

て
お
り
、
演
習
場
周
辺
の
生

活
環
境
の
改
善
な
ど
、
本
来

の
交
付
目
的
に
沿
っ
た
使
い

方
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

　

村
全
体
の
重
要
な
施
策
に

年
次
計
画
で
優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
、
集
会
所
建
設
や

塩
浪
住
宅
団
地
造
成
な
ど
に

防
衛
交
付
金
を
充
当
し
て
い

る
。

　

村
道
大
瓜
南
側
線
の
改
修

事
業
は
辺
地
債
を
充
当
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
辺
地

債
額
の
限
度
も
あ
り
工
事
の

進
捗
が
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
な
い
。

　

財
源
を
見
直
し
、
防
衛
交

付
金
を
充
当
し
て
も
っ
と
早

く
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　

辺
地
債
額
の
調
整
を
し
な

が
ら
限
ら
れ
た
予
算
で
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
防
衛
交

付
金
を
充
当
で
き
る
か
基
金

事
業
の
使
途
も
含
め
て
今
後

柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
。

 

村
長

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

 

議
員

防
衛
交
付
金
の
使
途
は
適
切
か

　

  

基
金
事
業
も
含
め
検
討
し
て
い
く

演習場の障害防止対策を
　  防衛省や自衛隊に要望していく

地
域
活
性
化
交
流
施
設

計
画
地
の
開
発
は　

　

  

鋭
意
検
討
し
て
い
く

　

平
成
22
年
に
計
画
が
示
さ

れ
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
平
成
24
年
に
計
画
が
白

紙
と
な
っ
た
。

　

造
成
工
事
・
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
完
了
し
て
い
る
中
、
４

年
を
経
過
し
て
も
開
発
計
画

の
兆
し
が
見
え
て
こ
な
い
。

施
設
の
整
備
計
画
に
実
現
性

は
あ
る
の
か
。 

　

敷
地
面
積
２
・
９
㌶
の
う

ち
、
平
成
24
年
に
万
葉
お
お

ひ
ら
館
、
25
年
に
は
コ
ン
ビ

ニ
が
開
店
し
、
合
わ
せ
て
１

㌶
が
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

残
り
１
・
９
㌶
の
う
ち
、

１
・
２
㌶
に
つ
い
て
は
障
害

者
支
援
施
設
の
整
備
候
補
地

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

残
り
０
・
７
㌶
は
民
間
開

発
で
の
整
備
を
中
心
に
情
報

収
集
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

村
で
検
討
し
て
い
る
も
の

は
あ
る
の
か
。
庁
内
で
検
討

会
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
や
健
康
増
進

施
設
等
の
誘
致
に
つ
い
て
話

し
が
出
て
い
る
が
、
庁
内
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

 

村
長

 

議
員

え
ん
て
い

土砂が堆積している新田沢ため池
万葉バス（五反田住宅前）
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遊
水
地
指
定
の
た
め
の
地

役
権
設
定
で
は
、
盛
土
や
家

屋
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の

築
造
行
為
が
制
限
さ
れ
る
か
。

　

現
時
点
で
は
調
査
段
階
で

あ
り
、
国
か
ら
地
役
権
に
関

す
る
具
体
的
計
画
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
回
答
で
き

な
い
。

　

農
業
者
を
含
む
関
係
住
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

対
応
策
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

村
は
地
元
の
窓
口
的
役
割

を
担
い
、
国
と
関
係
者
の
調

査
を
図
る
と
と
も
に
、
一
関

市
の
事
例
調
査
の
情
報
提
供

を
し
て
い
き
た
い
。

　

前
村
長
か
ら
大
量
の
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
、
そ
の
行
為
に

よ
っ
て
精
神
疾
患
が
発
症
し

た
と
し
て
、
公
務
災
害
に
認

定
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

公
務
災
害
認
定
を
重
く
受

け
止
め
、
深
く
お
詫
び
し
、

時
期
を
見
て
副
村
長
の
職
を

辞
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

大
量
の
メ
ー
ル
が
職
員
に

送
ら
れ
て
い
た
事
実
を
村

長
・
副
村
長
・
総
務
課
長
は

知
っ
て
い
た
の
か
。

　

大
量
の
メ
ー
ル
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
知
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
副
村
長
、
総

務
課
長
も
同
じ
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
３
月
議
会
に
お

い
て
、
同
僚
議
員
の
一
般
質

問
に
副
村
長
は
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
係
る
事
案
は
庁
内
で

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と

答
弁
し
た
が
、
間
違
い
な
い

か
。

　

間
違
い
な
い
と
確
信
す
る

が
、
前
村
長
を
補
佐
し
た
者

の
責
任
と
し
て
辞
意
を
表
明

し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

　

公
務
災
害
認
定
を
受
け
て
、

職
員
給
与
全
額
の
支
払
い
等

が
生
じ
、
村
へ
損
害
が
発
生

す
る
が
、
前
村
長
に
賠
償
請

求
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　

役
場
庁
内
業
務
に
あ
た
え

た
損
害
、
被
害
職
員
へ
の

精
神
的
・
社
会
的
被
害
等
、

様
々
な
賠
償
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

村
長
の
認
識
を
問
う
。

　

民
事
事
件
と
し
て
係
争
中

の
事
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
検
討
す
る
段
階
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

村
長

 

村
長

 
村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

 

議
員

一 般 質 問村政を問う

齋藤　一郎 議員山路　澄雄 議員

　

現
在
、
鳴
瀬
川
水
系
河
川

整
備
計
画
で
、
遊
水
地
指
定

の
た
め
現
地
測
量
調
査
に

入
っ
て
い
る
。

　

す
で
に
指
定
さ
れ
て
い
る

岩
手
県
一
関
市
の
状
況
を
早

急
に
調
査
し
内
容
を
把
握
し

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

遊
水
地
の
概
要
的
し
く
み

を
把
握
す
る
た
め
、
担
当
職

員
を
一
関
市
に
派
遣
し
、
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　

村
の
女
性
職
員
が
精
神

疾
患
に
よ
り
休
職
し
た
の

は
、
前
村
長
の
行
為
が
原
因

で
「
職
場
で
ひ
ど
い
嫌
が
ら

せ
・
い
じ
め
又
は
暴
行
を
執

拗
に
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
あ
た
る
」
と
し
て
、

公
務
災
害
に
認
定
さ
れ
た
と

の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
た
が
、

事
実
確
認
を
求
め
る
。

 

村
長

 

村
長

 

副
村
長

一 般 質 問 村政を問う

公務災害認定と
村幹部の責任は

　  認定を重く受け止めている

　

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地

籍
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、

国
土
調
査
成
果
図
と
土
地
改

良
事
業
等
に
よ
る
換
地
図
の

あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
。

　

国
土
調
査
後
の
村
有
地
に

筆
界
未
定
は
存
在
す
る
の
か
。

　

村
有
地
の
筆
界
未
定
地
は

な
い
。
村
有
地
に
隣
接
す
る

民
有
地
の
筆
界
未
定
地
は

32
ヶ
所
あ
る
。

　

国
土
調
査
区
域
界
と
土
地

改
良
事
業
区
域
界
は
一
致
し

て
い
る
の
か
。

　

土
地
改
良
事
業
等
に
よ
る

換
地
図
は
、
土
地
の
大
ま
か

な
位
置
や
形
状
を
表
す
も
の

で
、
現
況
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 

村
長

 

村
長

 

議
員

 

議
員

村
有
地
に
境
界
未
定
は
あ
る
か

　

  　
　

未
定
地
は
な
い

 

村
長

遊水地群（洪水調整施設）
の整備計画は

　  概要把握に職員を派遣

平
成
28
年
11
月
８
日
　
河
北
新
報
朝
刊

水没した衡下の水田（H27．９．11）
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視察年月日：平成28年11月15日～16日

議会審議のネット中継

福島県　 塙
はなわ

　町

福島県　桑
こ

 折
おり

 町
〇町の概要
　人口約１万２千人、面積42．97㎢。
　福島市の北東に位置する。
　伊達氏発祥の地。
　桃やリンゴなどの果樹産地としても著名。

〇議会改革
　議場での審議をインターネットで中継し、
録画の配信も行っている。
　視察研修、定例会ごとの一般質問・議案
審議について、レポートを全議員が提出し、
内容を議会運営委員会と、全員協議会で総
括する。
　平成27年改選で議員定数を14人から12人
に削減した。

〇町の概要
　人口約９千人、面積211．41㎢。
　県南、中通り東白川郡に属する。林業が
盛んで、特に杉は奥久慈材として名高い。

〇議会改革
　平成26年からタブレット端末を活用した
ペーパーレス化に取り組んでいる。
　議員はタブレット端末を利用して、情報
収集に努めることで、議員活動の幅も広
がっている。
　議会構成のうえで、現状の定数14人は必
要であるとの判断から、２名削減した場合
の報酬総額分を議員一人あたりの報酬額か
ら減額している。

タブレット端末の活用

行政視察研修報告行政視察研修報告 委員会
報 告

〇 特別委員会の設置
　平成27年９月17日に議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置。

〇 特別委員会の開催状況
　平成27年９月の第１回委員会開催以降、平成28年12月までに委員会を７回開催。
　開催月日及び審議の内容については以下のとおり。

№ 開　催　日 審　議　内　容

1 平成27年９月17日 正副委員長の互選について

2 平成27年11月20日 工事の進捗状況について（現地調査）

3 平成28年２月24日 工事の進捗状況について（現地調査）

4 平成28年５月27日 工事の進捗状況について（現地調査）

5 平成28年８月12日 工事の進捗状況について（現地調査）

6 平成28年10月26日 工事の進捗状況について（現地調査）

7 平成28年11月28日 工事の進捗状況について（現地調査）

〇 特別委員会での審議内容
　委員会では、安全で高品質な住宅団地造成のために審議を重ねてきました。
　その中で、主に議題となった点は以下のとおり。
１．造成工事の２度の延期による安全・工事費用・分譲販売への影響
２．新たに整備される調整池の下流に位置する住宅地の安全性
３．残地森林やＬ型コンクリート擁壁などの住宅の景観問題

〇 今後の調査事項
　造成地の周辺関連工事、分譲・販売に向けての手続き、村へ定住を希望される方への周知方法等につ
いて、委員会で今後も調査をしていきます。

工事状況の現地調査

塩浪地区住宅団地整備
調査特別委員会中間報告
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常任委員会レポート
調査年月日：平成28年11月10日 調査年月日：平成28年11月４日

◦黒川地域のごみ処理の現状
（黒川地域行政事務組合環境管理センター）

◦王城寺原演習場の現状
（新田沢ため池：大瓜上地区）

平成27年度
大衡村の燃えるごみ処理量

単位：ｔ

Ｈ20 Ｈ27 伸び率

家庭
ごみ

893 1,024 115%

営業
ごみ

888 1,250 141%

計 1,781 2,274 128%

　大衡のごみの量は増加傾向で、

特に営業ごみの伸びが著しい。

　大和・大郷・大衡の３町村全体

における大衡のごみの割合は15.9％

になっている。

その他の所管事務調査

⃝平成28年度生産調整

行政区
農家数
（戸）

基本面積
（㎡）

生産調整
目標面積
（㎡）①

備蓄米面積
（㎡）②

加工用米
（㎡）③

現地確認時
達成率

⑤÷①（％）転作確認面積
（㎡）④

計⑤
（㎡）②+③+④

衡　上 59 1,545,453 629,800 11,264 0 648,734 659,998 104.79%

衡　中 34 441,493 180,900 18,906 0 160,090 178,996 98.95%

衡中東 16 245,853 100,700 10,153 0 93,645 103,798 103.08%

衡中北 7 171,757 64,608 0 0 102,225 102,225 158.22%

衡　下 36 528,643 215,827 32,795 7,061 177,958 217,814 100.92%

大瓜上 51 943,871 383,966 9,335 0 382,868 392,203 102.15%

大瓜下 48 1,574,070 639,789 3,675 0 793,383 797,058 124.58%

駒　場 70 1,297,443 527,495 25,268 0 558,194 583,462 110.61%

大　森 37 1,052,068 431,108 0 0 587,886 587,886 136.37%

奥　田 16 428,629 173,500 20,715 0 179,448 200,163 115.37%

蕨　崎 33 859,542 350,300 817 0 353,974 354,791 101.28%

松　原 48 1,362,934 548,985 0 0 612,231 612,231 111.52%

衡　東 27 327,652 134,200 0 0 137,815 137,815 102.69%

計 482 10,779,408 4,381,178 132,928 7,061 4,788,451 4,928,440 112.49%

⃝平成28年度全国学力・学習状況調査の結果について
◦小学校６年生：国語Ａと算数Ａ・Ｂは全国平均より若干低いが、国語Ｂについては上回る。

◦中学校３年生：国語Ｂと数学Ａ・Ｂは全国平均を下回るが、国語Ａは全国平均に近い。

◦現状の課題と新処理場の建設

　年々ごみ搬入量が増加し、焼却場の処理能力（40ｔ／日）が限界となっている。
　50ｔ／日の処理能力を持つ新焼却場を建設中（平成30年３月完成予定）

◦課題

　演習場から長年にわたり土砂が流入堆積しており、用排水機能に支障をきたしている。
　その対策とため池整備が急務である。

◦ため池の概要

補助事業：障害防止事業
補助理由：演習場の荒廃によ

る農業被害の防止
事業内容：ため池１ヶ所
　　　　　排水路L＝931ｍ
設置年度：昭和55年度
事業費用：4億1,400万円

◦会社の概要
◦平成23年10月より現在の社名に変更。前身の沖電気工業の半導体事業は世界半導体売上

19位にランクインした実績もある。

◦従業員数は204名（平成28年３月31日現在）

◦ラピスセミコンダクタ宮城株式会社視察
　　（旧宮城沖電気）

建
設
中
の
新
焼
却
場
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　平成28年12月22日に友好都市協定を
結んだ岩手県金ケ崎町の伊藤雅章議長
にも、餅つきにご参加いただきました。

Topix
（平成29年１月６日）大衡村新年会
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よ
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